
 

 

 

 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構 

平成２２年度の業務実績に関する評価結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年８月 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会 



 

目    次 

 

は じ め に                               ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

第１項 全体評価                            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

第２項 項目別評価                           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

（１） 大項目評価 

 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成する 

ためとるべき措置                           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 ・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

 

第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

 

（２） 小項目評価 

 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成する 

ためとるべき措置 

１ 医療サービス                         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

２ 医療の質の向上                       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

３ 患者サービス                         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

４ 法令遵守と情報公開                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 運営組織                                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56 

２ 収支改善                                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

３ 人事給与                                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 経営基盤の確立                              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 

 

第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

１ 新病院に向けた取組み                        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 74 

２ 福岡市民病院の経営改善の推進                ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76 

 

〈参考資料〉 

○地方独立行政法人福岡市立病院機構 業務実績評価の方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89 

○地方独立行政法人福岡市立病院機構 年度業務実績評価実施要領 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91 



 

 1

 

 

は じ め に 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会は，地方独立行政法人法第２８条の規定に基づき，

地方独立行政法人福岡市立病院機構の平成２２年度における業務実績の全体について総合的に評価

を実施した。 

 

評価に際しては，本評価委員会において，平成２２年１１月１０日に決定した「地方独立行政法人福岡

市立病院機構業務実績評価の方針」及び「地方独立行政法人福岡市立病院機構年度業務実績評価実

施要領」に基づき評価を行った。 

 

 

 

地方独立行政法人福岡市立病院機構評価委員会 委員名簿 

 氏    名 職          名 

委 員 長 尾 形  裕 也 九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講座 教授

副委員長 長 柄    均 福岡市医師会 副会長 

津 田  泰 夫 福岡逓信病院 院長 

丸 山  眞紀子 福岡県看護協会 副会長 委    員 

吉 水    宏 公認会計士 
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第１項 全体評価 

  評価結果及び判断理由 

〈評価結果〉 

 平成２２年度の業務実績に関する評価については，４ページ以降に示すように，第１から第４の４

つの大項目について，評価Ａ（中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる）と判断した。 

 この大項目評価等の結果に加え，地方独立行政法人制度の特長を活かし，病院経営に係る一定

の権限及び裁量権を院長に委譲することにより，患者及び市民の医療ニーズ等に迅速かつ柔軟に

対応するなど，病院現場の実態に即した効率的・効果的な病院経営が行われたことなどから，平成

２２年度の業務実績は，「全体として中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」とした。 

〈判断理由〉 

 良質な医療の実践として，こども病院・感染症センターにおいては，周産期医療機能を強化したこ

とにより，「地域周産期母子医療センター」として認定を，福岡市民病院については，病病連携・病診

連携を積極的に推進した結果，「地域医療支援病院」の指定を，それぞれ平成２３年４月に受けてお

り，これまでの取組みが，市立病院として地域医療に貢献していると評価されたものである。 

また，平成２２年度は，地方独立行政法人化の初年度ではあったものの，自律的な経営が行わ

れ，高度医療の提供による診療単価の上昇や手術件数の増加等による増収を図り，徹底した費用

削減の効果と合わせ，運営費負担金繰入後の経常黒字を達成した。 

 さらに，地方独立行政法人の機能性を生かして，教育支援制度の導入や必要な人材の確保が，

迅速・的確に行われている。 

 一方で，今後とも安定した経営を維持するためには，研修・教育の充実によって，専門集団として

の人材育成に取り組むとともに，質の高い医療を安定的かつ継続的に提供できるよう，さらなる経営

改善に努める必要がある。  

小項目評価 

項     目 

評価 

項目

数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価

４ 

評価

３ 

評価

２ 

評価 

１ 

大項目評価 

第１ 住民に対して提供

するサービスその他の

業務の質の向上に関す

る目標を達成するため

とるべき措置 

１３ ２８  ９

 

１９   Ａ 

計画どおり

進んでいる 

第２ 業務運営の改善

及び効率化に関する目

標を達成するためにと

るべき措置 

５ １３  ８ ５   Ａ 

計画どおり

進んでいる 

第３ 財務内容の改善

に関する目標を達成す

るためとるべき措置 

１ ２  ２    Ａ 

計画どおり

進んでいる 

第４ その他業務運営に

関する重要事項を達成

するためとるべき措置 

１ ２  ２    Ａ 

計画どおり

進んでいる 

合    計 ２０ ４５  ２１ ２４    
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  全体評価に当たって考慮した内容 

〈主な取組みや特色ある取組み〉 

地域の医療機関との連携強化及び役割分担の下，市立病院としての使命を果たすため，福岡市

における医療施策として求められる高度専門医療や救急医療等を提供した。 

こども病院・感染症センターについては，小児医療（高度・地域・救急）のさらなる充実を図るととも

に，新たに産科を開設し，周産期医療機能を強化したことにより，「地域周産期母子医療センター」と

して福岡県から認定された。 

福岡市民病院については，医療計画における４疾病（がん，脳卒中，急性心筋梗塞及び糖尿病）

への対応を中心に高度専門医療の充実に取り組むとともに，ＳＣＵを開設し，高度救急医療のさらな

る向上を図った。このほか，地域医療連携室の強化を図り，病病連携・病診連携を積極的に推進し

た結果，「地域医療支援病院」に指定された。 

東日本大震災にあたって，物資の提供や医療派遣チームの派遣など，迅速な対応を行った。 

病院スタッフの確保と教育・研修については，人材確保が困難な中，年度計画に従って，概ね目

標が達成されるとともに，当直明け医師の有給職免制度や育児短時間勤務制度などの導入による

処遇改善や教育・研修体制の充実など，積極的に取り組まれている。 

〈特筆すべき取組み〉 

収支改善について，患者数は前年度より減少しているが，看護体制の充実や手術件数等の増加

等により，入院診療単価の上昇など，大幅な増収を達成している。 

さらに，法人本部における経営会議において，月ごとの経営状況を検証するとともに，各病院にお

いても院内幹部による運営委員会等で，細部にわたって経営管理を徹底したことで，効率的・効果

的な経営を行うことにより，両病院及び法人全体としても，運営費負担金繰入後の経常黒字を達成

している。 

 

  評価にあたっての意見，指摘等 

患者サービスの面で，医療費のクレジットカードによる支払いは，手数料等のコスト負担を勘案し

たうえで，是非取り入れていただきたい。また，アンケートの内容及び方法については，両病院の整

合性を考慮し，今後見直しを検討していただきたい。 

業務運営の改善に関する運営組織において，看護師等の経営参画に当たっては，毎月法人本部

で行われる経営会議等に看護部長を出席させるなど，実質的な経営参画の手法について検討をお

願いしたい。 

「収支改善」や「経営基盤の確立」などの経営管理の徹底の面から診療報酬の改定については，

引き上げられる場合もあれば，下がる場合もあるので，収支状況を分析するに当たっては，診療報

酬の改定によるものと，法人の経営努力によるもの，それぞれについて把握できるように工夫してい

ただきたい。また，ＤＰＣデータも，病院の機能分析などに有効なので，今後の業務運営で是非考え

ていただきたい。 

最後に「新病院に向けた取組み」については，福岡市側の依頼により，半年以上の中断を余儀な

くされたことから，ＰＦＩの対象外となる新病院医療関連運営業務に係る調査・分析など，検証の結果

に左右されないものについての取組みが進められていたが，当初平成２２年度中に行う予定であっ

た事業について，実績に結びついていないため，平成２２年度の評価は行わなかった。事業中断の

影響により，開院時期が遅れることとなるが，１日でも早い開院に向け，事業の進捗を図っていただ

きたい。 
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第２項 項目別評価 

（１） 大項目評価 

  第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべ

き措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

 地域医療への貢献と医療連携の推進，災害時等の対応，診療体制の強化・充実，病院スタッ

フの確保と教育・研修，ボランティアとの共働について，目標を上回る成果を上げているほか，ほ

とんどの項目で年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 医療サービス  ５ １３   ４  ９   

２ 医療の質の向上  ４  ８   ４  ４   

３ 患者サービス  ３  ６   １  ５   

４ 法令遵守と情報公開  １  １    １   

合    計 １３ ２８   ９ １９   

 

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

1-(2) 地域医療への貢献と医療連携の推進 イ 福岡市民病院 

地域医療連携室の機能強化を図ることにより，積極的に病病・病診連携の推進に努め，紹

介率，逆紹介率ともに目標値を上回る成果をあげ，「地域医療支援病院」として指定されるな

ど，計画を大きく上回る成果をあげていることから，「評価４」とした。なお，地域医療への貢献

に関しては，公立病院が果たすべき役割として，地域の医療機関から大きな期待が寄せられ

ており，今後とも，病病・病診連携への積極的な取組みは，大きなウエイトを占めることから，

ウエイト「１」を「３」とする。 

1-(3) 災害時等の対応 

年度計画に従って概ね目標が達成されるとともに，東日本大震災に当たっては，物資の提

供や医療派遣チームの派遣など迅速な対応を行ったことから，「評価４」とした。 

2-(1) 診療体制の強化・充実 イ 福岡市民病院 

年度計画に従って概ね目標が達成されるとともに，救急診療室の拡張や臓器別センター化
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の検討，栄養管理体制の充実を図り，成果を上げていることから，「評価４」とした。 

2-(2) 病院スタッフの確保と教育・研修 

人材確保が困難な中，年度計画に従って概ね目標が達成されるとともに，当直明け医師の

有給職免制度や育児短時間勤務制度などの導入による処遇改善や教育・研修体制の充実な

ど積極的に取り組まれていることから，「評価４」とした。 

3-(2) ボランティアとの共働 ア こども病院・感染症センター 

積極的にボランティアの協力を得て，院内コンサートを前年度より大幅に増やすなど，院内

での過ごしやすい環境作りに取り組んだことから，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

2-(3) 信頼される医療 

公立病院として良質な医療を提供することが重要であることから，ウエイト「１」を「２」とす

る。 

3-(1) 患者サービスの向上 

病院ごとに異なるアンケートを行っているため，病院ごとに細分化して評価を行った。 

 

   評価にあたっての意見，指摘等 

・地域医療への貢献と医療連携の推進に関しては，公立病院が果たすべき役割として，地域の

医療機関から大きな期待が寄せられており，今後とも，病病・病診連携を積極的に推進していく

必要があることから，ウエイトを上げるべきである。 

・信頼される医療に関しては，公立病院として良質な医療を提供することが重要であることから，

ウエイトを上げるべきである。 

・医療費のクレジットカードによる支払いは，手数料等のコスト負担を勘案したうえで，是非取り入

れていただきたい。 

・アンケートの内容及び方法については，両病院の整合性を考慮し，今後見直しを検討していた

だきたい。 
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  第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

看護体制の充実や手術件数の増加等による大幅な増収や，働きやすい環境作りについて，

目標を上回る成果を上げているほか，ほとんどの項目で年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 運営組織  １  ２    ２   

２ 収支改善  ３  ９   ６  ３   

３ 人事給与  １  ２   ２    

合    計  ５ １３   ８  ５   

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

2-(1) 増収 

患者数は，前年度より減少したものの，看護体制の充実や手術件数の増加等により，入院

診療単価の上昇など，大幅な増収を達成することができたことから，「評価４」とした。 

3 人事・給与 

給与水準の適正化に向けた組合との協議を精力的に行うとともに，職員のモチベーション

の維持・向上につながる人事評価制度の創設，自由な雇用形態が選択できる有期職員の配

置など，働きやすい環境作りが行われており，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

   評価にあたっての意見，指摘等 

・看護師等の経営参画に当たっては，毎月法人本部で行われる経営会議等に看護部長を出席

させるなど，実質的な経営参画の手法について，検討が必要である。 

・診療報酬の改定については，引き上げられる場合もあれば，下がる場合もあるので，収支状況

を分析するに当たっては，診療報酬の改定によるものと，法人の努力によるもの，それぞれにつ

いて把握できるよう工夫していただきたい。また，ＤＰＣデータも，病院の機能分析などに有効な

ので，今後の業務運営で是非考えていただきたい。 
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  第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

経営管理の徹底による効率的・効果的な経営を行うことにより，両病院及び法人全体として

も，運営費負担金繰入後の経常黒字を達成しており，年度計画を順調に実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価

２ 

評価

１ 

１ 経営基盤の確立  １  ２  ２    

合    計  １  ２   ２    

 

   評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

経営基盤の確立 

法人本部における「経営会議」において，月ごとの経営状況を検証するとともに，各病院に

おいても院内幹部による運営委員会等において細部にわたって経営管理を徹底したことで，

目標を大幅に上回る増収となっていることから，「評価４」とする。 

②その他考慮すべき事項 

特になし。 

 

   評価にあたっての意見，指摘等 

・診療報酬の改定については，引き上げられる場合もあれば，下がる場合もあるので，収支状況

を分析するにあたっては，診療報酬の改定によるものと，法人の努力によるもの，それぞれにつ

いて把握できるよう工夫していただきたい。また，ＤＰＣデータも，病院の機能分析などに有効な

ので，今後の業務運営で是非考えていただきたい。 
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  第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

     評価結果 Ａ （計画どおり進んでいる） 

   評価結果 

 「１ 新病院に向けた取組み」については，福岡市側の依頼により，半年以上の中断を余儀なく

されたことから，ＰＦＩの対象外となる新病院医療関連運営業務に係る調査・分析など，検証の結

果に左右されないものについての取組みが進められていたが，当初平成２２年度中に行う予定

であった事業については，実績に結びついていないため，評価は行わない。 

 「２ 福岡市民病院の経営改善の推進」については，大幅な増収が図られ，年度計画を順調に

実施している。 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき進捗

状況にある 

Ａ 

計画どおり進ん

でいる 

Ｂ 

おおむね計画ど

おり進んでいる 

Ｃ 

やや遅れている

Ｄ 

重大な改善すべ

き事項がある 

    ※ 評価Ａ＝小項目において全ての項目の評価が３～５ 

   小項目評価の集計結果（評価した項目数） 

小項目評価 

項     目 

 

評価 

項目数 

ウエイト

を考慮

した 

項目数 

評価

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価

１ 

１ 新病院に向けた取組み －  －      

２ 福岡市民病院の経営改善の推進  １  ２   ２    

合    計  １  ２   ２    

   

評価判断理由 

①特筆すべき小項目評価 

2 福岡市民病院の経営改善の推進 

大幅な増収，費用縮減が図れており，「評価４」とした。 

②その他考慮すべき事項 

1 新病院に向けた取組み 

福岡市側の依頼により，半年以上の中断を余儀なくされたことから，ＰＦＩの対象外となる新

病院医療関連運営業務に係る調査・分析など，検証の結果に左右されないものについての取

組みが進められていたが，当初平成２２年度中に行う予定であった事業については，実績に

結びついていないため，平成２２年度の評価は行わないこととした。 

   

評価にあたっての意見，指摘等 

・事業中断の影響により，開院時期が遅れることとなるが，１日でも早い開院に向け，事業の進

捗を図っていただきたい。 

 

  （２） 小項目評価  別紙のとおり 

 


